
内容

①住民主体で提供される生活支援サービス(サービスB)について理解を深めると同時に、助け合い活動啓発チラシについても

周知できた。

②市産業創出課宮前氏からの説明を受け、市が現在特に健康(ヘルスケア)に関する取組を推進していることや、南風病院が代

表となり、特に男性高齢者に特化して「居場所と役割や仕事の創出」に取り組んでいること、その取り組みが天文館の飲食店

遊休スペースや上荒田の調剤薬局遊休スペースといった中央圏域で開発・提供されていることを知ることができた。

③意見交換では、女性に比べ男性高齢者が集いの場等へなかなか参加されない現状について、地域でも各々が課題として感じ

ているということが改めて共有された。

今後の課題など

・高齢者(特に男性)の集いや活躍の場をどのように作り上げていくか、またどのように参加を促していくかについては、今後

も圏域内の社会資源について情報共有を図りながら、引き続き検討していく必要がある。

開催場所 甲東福祉館

参加者

民生委員：4人、みま～も・かごしま事務局　健口株式会社：1人、NPO法人　心のバリアフリー仲間：1人、鹿児島シルバー人

材センター：1人、東部保健センター：1人、鹿児島市役所産業創出課：1人、南風病院：1人、地域包括支援センター職員：6

人

総数 16 人

【結果】

開催日時 平成30年10月18日 10:00 ～ 12:00

内容

テーマ

・第2回介護予防・生活支援サービス事業者協議会の報告を受け、理解を深める。

・中央圏域で新たに展開されている「生涯現役SEGODON育成推進事業」についての説明をもとに、女性に比べ閉じこもりがち

な男性高齢者の社会参加について意見交換を行う。

目的
地域包括支援ネットワークの構築、地域づくり、課題共有、資源開発

概要

①第2回介護予防・生活支援サービス事業者協議会の報告

②鹿児島市における新産業創出に向けた取組や生涯現役SEGODON育成推進事業についての説明

③意見交換

開催場所 甲東福祉館

参加者

民生委員：4人、みま～も・かごしま事務局　健口株式会社：1人、NPO法人　心のバリアフリー仲間：1人、鹿児島シルバー人

材センター：1人、東部保健センター：1人、鹿児島市役所産業創出課：1人、南風病院：1人、地域包括支援センター職員：6

人

総数 16 人

地域ケア推進会議

鹿児島市地域包括支援センター中央

【計画】 作成担当者： 森永　涼子

開催日時 平成30年10月18日 10:00 ～ 12:00


